
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自転車利用環境等の現状と課題  
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1  自転車利用環境等の現状と課題 

 

【１章の構成】 

岡山市の自転車利用にかかわる全般的な特性（1-1）を踏まえ、「取組み経緯」、「利用者

評価」、「問題点」について抽出（1-2）し、岡山市における自転車利用環境等の問題点と課

題を整理（1-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 自転車利用環境等の現状 

1-3 自転車利用環境等の問題点と課題 

1-1 自転車利用の特性 

１）自転車走行環境にかかわる現況 

２）自転車駐輪環境にかかわる現況 

３）自転車利用促進にかかわる現況 

４）自転車利用振興にかかわる現況 

５）自転車利用のルール・マナーにかかわる現況 
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1-1  自転車利用の特性 

 全国的にみても岡山市は高い自転車分担率であるものの、市内の自転車利用環境等に

関わる満足度が低い。 

 気候や地形などの自然条件に恵まれた中核市～政令指定都市では、自転車の利用が高く、

その中でも岡山市は、政令指定都市における通勤・通学時の交通手段として、自転車分

担率（鉄道＋自転車を含む）が全国５番目の利用状況となっている。 

 特に、自転車単独での分担率でみた場合、全国３番目の利用状況となっている。 
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9.9

6.7

7.5

5.8

5.9
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札幌市

浜松市

新潟市

神戸市

北九州市

横浜市

自転車 鉄道＋自転車 徒歩

鉄道 乗合バス・勤め先、学校のバス 自家用車・ハイヤー・タクシー

オートバイ 鉄道＋バス 鉄道＋自家用車

鉄道＋オートバイ その他

 
資料：平成 22 年国勢調査 

図 通勤通学時の交通手段（政令指定都市集計） 

 

 高い自転車利用の一方で、自転車利用者からの評価として、現状の自転車利用環境等に

対する満足度は低い状況にある。 

1.3
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38.0

34.4

20.6

29.0

32.4

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車の走りやすさ

岡山駅周辺における自転車の駐輪のしやすさ

商店街や商業施設における自転車の駐輪のしやすさ

岡山市内中心部の自転車利用にかかわる全体評価

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

 
＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 市内の自転車利用環境等に対する満足度 

全国５番目の

自転車利用 
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1-2  自転車利用環境等の現状 

１） 自転車走行環境にかかわる現況 

（１）自転車走行空間にかかわる取組み経緯 

 市内の走行空間は整備が進められており、整備延長はトップクラスである。（モデル地

区内の集計） 

 一方で、片側整備や断片的な整備が多く、連続性（ネットワーク化）が確保されてお

らず、路上駐車による通行阻害等の課題も残されている。 

① 走行空間整備の進捗 

 これまでに自転車走行空間については、自転車通行環境整備のモデル地区指定等により

整備が進められている。（モデル地区 84 市町のうち、岡山市は整備延長が第１位（自歩

道を除く整備延長の場合は第９位）） 

 一定の整備延長で連続的に整備されている路線（国道 53 号、西川緑道公園筋）があるも

のの、片側のみの整備であったり、一部区間の断片的な整備など課題が残る。 

 国内動向としては、警察庁通達（H23.10）による、自転車の車道通行を原則とした対策

の強化といった方針を踏まえ、今後の走行空間整備のあり方を再考する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車走行空間整備の取組み経緯 

 

～H20 年度 

西口筋～国体筋（国道 53 号）、あくら通り、

県庁筋、市役所筋等の整備 

H20.1 モデル地区（東口・西口）による整備 

～H21 年度 西川緑道公園筋等の整備 H23.10 警察庁通達「良好な自転車交通秩

序の実現のための総合対策の推進につい

て」 

H19.10 自転車利用環境整備ガイドブッ

ク策定（国交省、警察庁） 

我が国における近年の動向 岡山市における近年の動向 

H23 国土交通省・警察庁「安全で快適な

自転車利用環境の創出に向けた検討委員

会」の設置（委員長：久保田 尚（埼玉大

学大学院理工学研究科教授） 

H24 自転車先進都市おかやま 

実行戦略 

H23 走行空間の社会実験（市役所筋） 
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モデル地区名 合計 自転車道 
自転車専用通行帯 

（自転車レーン） 

自転車歩行者道 

（普通自転車歩道通行可） 

 

うち自転車通行位置の明示 

（普通自転車の歩道通行部分） 

岡山駅東口地区 13,900ｍ 0ｍ 1,900ｍ 12,000ｍ 2,800ｍ 

岡山駅西口地区 5,700ｍ 0ｍ 0ｍ 5,700ｍ 3,000ｍ 

出典：国土交通省道路局 

図 自転車走行空間の整備延長（H22 年度末時点） 

 

  

図 H23 年度自転車走行空間社会実験 
 

 

図 自転車走行空間の整備状況 

【実施期間】 

H23.11.29（火）～H23.12.16（金） 

【実施内容】 

自転車誘導帯を片側（西側）に設置 

延長：約 140ｍ 

自転車道 

（西口筋） 

自転車専用通行帯（自転車レーン） 

（県庁通り） 

普通自転車の歩道通行部分の明示 

（市役所筋） 

整備延長の合計は

全国１位（他都市モデル地区比較） 
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図 中心部における自転車走行空間の整備状況及び自転車関連事故多発地点 

Ｂ：市役所筋 

Ａ：西口筋 

片側のみの

整備 

断片的な整

備区間 

Ｃ：西川緑道公園筋 

Ｇ：あくら通り 

Ｆ：柳川筋 

Ｄ：市役所筋 

Ｅ：桃太郎大通り 
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② 利用率の低い自転車走行空間 

 自転車の通行位置として、歩道通行が大部分を占めている。 

27.4 72.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車道 歩道

 
＊全国の 18 歳以上の男女 2,000 サンプル 

出典：自転車交通の総合的な安全性向上策に関する調査報告書（H23.3

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付交通安全対策担当） 

図 歩道のある道路における自転車の通行位置（全国動向） 

 

 自転車レーン等の走行空間を整備したものの、あまり利用しない自転車が残されている。 

22.4 54.4 14.1 8.4 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも通る おおむね通っている あまり通らない まったく通らない 無回答

 
（ｎ＝2334） 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 自転車レーン等の利用状況 

 

③ 走行空間整備が進む一方で残された課題 

 整備された走行空間についても、バス停など細部の処理方法や路上駐車による通行の阻

害などから、利用され難いなどの課題が残されている。 

 走行空間整備とあわせた通行方法の周知・誘導や、ドライバー・歩行者を含めた自転車

利用に対する意識向上が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内における走行空間の課題箇所（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第１回安全で快適な自転車利用環境の創出に向けた検討委員会（H23.11 国土交通省、警察庁） 

図 利用しにくい走行空間の事例 

路上駐車で遮られた走行空間 

（西川緑道公園筋） 

バス停と走行空間の処理 

（市役所筋） 

左側通行の逆走 

（市役所筋） 

正しい 
進行方向 

幅の広い街渠と段差のため、快適に

走行できる空間が確保されていない 

走行空間上にグレーチング蓋が存

在し、車輪がはまったり、すべった
りする恐れがある 

走行空間上の工作物が通行の支障

となっている 
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④ 車道走行の安全性 

 幹線街路と区画街路の交差点部において

は、下図に示すような事故の発生状況が

整理されている。 

 自転車の進行方向別に見た場合、自動車

の進行方向と同一方向に進行する自転

車の方が事故件数は少ない。 

 また、事故件数の多い通行方法は「車道

の逆走」「（車道と逆方向に進行）民地寄

り」において発生件数が多くなっている。 

 自転車の通行ルールである「車道寄りを

走行」「自転車は自動車と同一方向に通

行」は、事故発生割合が低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：H20.7.4 交通工学講習会((社)交通工学研究会)資料より作成 

図 小交差点における事故の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊都市内の直轄国道(約 15km)にある細街路との交

差点における、４カ年の自転車関連交通事故件数

及びその自転車交通量に対する比率を算出 

＊構造状況は交差点により異なる 

＊（ ）内数値は自転車交通量に対する事故の

割合の比（車道順方向の割合を 1.0 とする） 

表 岡山県内における自転車交通事故の
発生個所（平成 23年） 

 
 

区分 件数 
 

構成比 

交差点 2,055 68.8％ 
交差点付近 132 4.4％ 
その他 801 26.8％ 
合計 2,988 件  

出典：交通年鑑 平成 23 年資料版 

（岡山県警察本部） 

事故の発生が交

差点部で高い 

歩道の車道寄りを通行する自転

車による事故が比較的少ない 

（車道の逆送は事故が多い） 

車道と逆の方向から走行する自

転車との出会い頭事故が多い 
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（２）自転車の利用圏域 

 内環状以遠から中心部に行き来する自

転車利用が多い。 

 私事目的の自転車が中心部に集中する

傾向にある。 

① 自転車利用の集中する岡山市中心部 

 岡山市中心部発着の自転車単独トリップに

着目すると、郊外部からの発着が 80％を占

めている。 

 

 

 

 

 

 市内中心部における自転車利用目的は私事利用が最も多く、中区や南区から市内中心部

に自転車アクセスする人が多い。 

0 100 200 300 400 500 600

中区

東区

南区

北区

はい いいえ

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 居住地別の市内中心部における自転車利用の有無 

0 20 40 60 80 100 120 140

中区

東区

南区

通勤 通学 私事（買物・飲食等） 趣味・レジャー 業務 子供の送迎 その他【　　　】

 
＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 郊外部居住者による中心部での自転車利用目的 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

北区

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 中心部（北区）居住者による中心部での自転車利用目的 

＊H6 年 PT 調査集計 

図 中心部発着の自転車流動の OD内訳（平日） 

中区の居住者におい

て市内中心部で自転

車利用が多い 

（
目
的
別
の
内
訳
） 

n=219 

n=103 

n=190 

n=518 

n=117 

n=20 

n=73 

n=350 

中心部で自転車を 
使うことがある 

中心部で自転車を 
使うことが無い 
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 中心部への方面別に自転車断面交通量をみると東側、及び北側方面からの自転車交通量

が多い。 

 また、JR線を横断する東西市街地間の自転車流動は全般に多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車交通量の整理 

 

 

【朝ピーク時】 【夕ピーク時】 
（7～9時）  （16～19時） 

1,031

台 151 台 

549 台 

776 台 

【朝ピーク時】 【夕ピーク時】 
（7～9時）  （16～19時） 

1,021

台 96 台 

164 台 

771 台 

【朝ピーク時】 【夕ピーク時】 
（7～9時）  （16～19時） 

440 台 

109 台 

277 台 

621 台 

北断面 
流出入計：約 21,000 台
/13ｈ 

東断面 
流出入計：約 18,000 台
/13ｈ 

南断面 
流出入計：約 8,600 台
/13ｈ 

西断面 
流出入計：約 8,200 台
/13ｈ 

JR 断面 
流出入計：約 23,000 台
/13ｈ 

【朝ピーク時】 【夕ピーク時】 
（7～9時）  （16～19時） 

867 台 

385 台 

748 台 

1,665

台 
＊朝ピーク時には、中心部から

流出方向の交通量が多い 
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（３）利用者からみた現況の自転車走行環境の評価 

 現状の自転車走行環境に対する、利用者の満足度は低い状況にある。 

① 満足度の低い現在の自転車走行環境 

 自転車利用者の評価として、自転車の走りやすさに対する満足度は低い状況にある。 

5.3 24.2 25.4 29.1 16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 岡山市における自転車の走りやすさに対するの満足度 

 

 走行空間整備に対しては、安全性・快適性の向上に対する評価が高く、今後も自転車利

用が多い路線や都心部周辺等からの整備を求める意向が多い。 

 

 

24

27

41

47

10

8

19

14

6

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者

自転車

非常にそう思う ややそう思う どちらでもない
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n=238

n=118
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4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者

自転車

非常にそう思う ややそう思う どちらでもない

あまり思わない 全く思わない

n=232

n=114

 

16

23

40

44

13

12

25

17

6

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者

自転車

非常にそう思う ややそう思う どちらでもない

あまり思わない 全く思わない

n=232

n=114  

図 走行空間社会実験（H23 年度市役所筋）の利用者評価 

 

 

7.2

11.7

29.6

38.6

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

バイクが並走する

車との距離が近い

逆走する自転車がいる

高速の自転車に追い越される

その他 n=120

19.4

38.7

14.0

11.8

5.4

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

いつも歩道を通行しているから
歩道の方が、車がいなくて安全だか

ら
歩道の方が、走りやすいから

歩道上の駐輪場を利用したから

特に理由はない

その他 n=56
 

 

76

100

51

155

85

191

124

55

13

0 50 100 150 200 250

今回の反対側に整備

今回の北側に延伸して整備

今整備されている周辺から整備

岡山駅周辺など都心部から整備

学校周辺から整備

自転車が多い場所から整備

歩行者が多い場所から整備

わからない

特に整備は必要ない n=438
 

図 走行空間社会実験（H23 年度市役所筋）における利用者意向 

29.5％ 45.1％ 

【自転車走行空間利用時の問題点】 【自転車走行空間を利用しない理由】 

【今後の走行空間の整備場所に

対する意向】 

【安全性の向上】 【快適性の向上】 
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２） 自転車駐輪環境にかかわる現況 

（１）自転車駐車場にかかわる取組み経緯と効果 

 駐輪場料金の見直し（短時間無料化）や放置自転車の撤去活動等により、岡山駅周辺

における放置台数は減少傾向にある。 

① 着実に減少している放置自転車 

 市内の自転車撤去台数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内における駐輪関連施策の取組み経緯 

 

 岡山駅周辺では、継続的な撤去活動や H16 年頃から段階的に進められた駐輪場の短時間

無料化等により、撤去台数や放置自転車台数は減少傾向にある。 
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図 岡山駅周辺の自転車放置禁止区域における撤去台数の推移

（自転車のみ） 

（減少傾向） 

H13 2,980 台 

（全国ワースト５） 

H15 1,075 台 

（全国 71 位） 

H17 752 台 

（全国 109 位） 

JR 岡山駅周辺の放置自

転車台数（内閣府） 

H19 586 台 

H21 384 台 

H16.7 一時駐車料金を２時間無

料化（駅東口周辺、表町周辺） 

H17.8 一時駐車料金を２時間無

料化（駅西口周辺） 

H19.1 一時駐車料金を２時間無

料化（下石井高架下） 

H14.3 駐車場及び自転車等駐車

場整備計画策定（目標年次 H22 年） 

岡山市における駐輪関連計画と 

施設整備や運営見直しの経緯 

自転車の撤去状況 

（岡山市内） 

H13  撤去回数：150 回 

撤去台数：18,918 台 

H15  撤去回数：246 回 

撤去台数：19,297 台 

H17  撤去回数：262 回 

撤去台数：15,267 台 

H19  撤去回数：322 回 

撤去台数：13,269 台 

H21  撤去回数：349 回 

撤去台数：11,295 台 

撤去台数は減

少傾向 

撤去台数は減

少傾向 

出典：岡山市資料 
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図 中心部における駐輪場分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山駅東口高架下第１ 

自転車駐車場 

駅前町路上自転車等駐車場 

岡山駅東口地下 

自転車等駐車場 

岡山駅東口高架下第２ 

自転車等駐車場 

表町二丁目自転車等駐車場 国道 53 号中央郵便局前の 

路上駐輪場（無料） 

駅前商店街駐輪場 

本町路上自転車駐車場 中山下一丁目自転車等駐車場 

岡山駅西口自転車等駐車場 岡山駅西口第２自転車等駐車場 岡山駅西口地下自転車駐車場 
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図 駅周辺における駐輪施設の設置状況 

 

 

 

＊「自転車の駐輪が多いバス停」は、調査時点で 10 台以上が確認されたバス停を示す 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 バス停周辺における駐輪施設の設置状況 

 

表 JR 駅周辺における駐輪施設の概況 

JR の駅名 
有料 
／無料 

放置禁
止区域 

収容台数 
(自転車) 

庭瀬駅周辺 有料 ○ 647 
吉備津駅周辺（駅東
側駐輪場） 

無料 × 150 

吉備津駅周辺（駅西
側駐輪場） 

無料 × 52 

大元駅周辺 有料 ○ 492 
金川駅周辺 無料 × 163 
野々口駅周辺 無料 × 100 
備前一宮駅周辺 有料 × 434 
法界院駅周辺 無料 × 132 
北長瀬駅周辺（北口） 無料 × 150 
北長瀬駅周辺（南口） 無料 × 660 
備中高松駅(東側） 無料 × 60 
備中高松駅（西側） 無料 × 209 

高島駅周辺 有料 ○ 1358 

東岡山駅周辺 有料 ○ 745 

西川原周辺 無料 × 400 

西大寺駅周辺 有料 ○ 726 

上道駅周辺（北口） 無料 × 160 

上道駅周辺（南口） 無料 × 70 

大多羅駅周辺 有料 ○ 786 

万富駅周辺 有料 ○ 24 

妹尾駅周辺 有料 ○ 1460 

備前西市駅周辺 無料 × 500 

迫川駅周辺 無料 × 80 

備前片岡駅周辺 無料 × 166 

彦崎駅周辺 無料 × 146 

植松駅周辺 無料 × 55 

＊平成 23 年岡山市調査 
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（２）地点別の路上駐輪特性 

 駅周辺において放置自転車が減少傾向にある一方で、表町や大型商業施設周辺の市街

地では、依然として路上駐輪が残されている。 

 放置禁止区域外に依然として残る路上駐輪の多くは、“買物等の沿道施設立寄り”の“短

時間駐輪”という特性を有している。 

 また、一部では付近従業員等による長時間の路上放置も確認されている。 

① 依然として残る路上駐輪 

 市街地内（放置禁止区域外）では、依然として路上への自転車駐輪が残されている。 

 

調査日：平日 H22.2.17（水）8：00～19：00 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 地点別の路上駐輪台数と特性（平日） 
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1. ﾋﾞｯｸﾞｶﾒﾗ前

2. ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ前付近

3. ﾋﾞﾌﾞﾚ北側

4. 柳川西バス停周辺

6. 農業会館前周辺

7. ｸﾚﾄﾞ周辺

8. ｼﾝﾌｫﾆｰ南西付近

9. ﾛﾌﾄ西側付近

10. 天満屋管理ｾﾝﾀｰ西側

11. ﾄﾞﾚﾐの街前

61

334

306

171

34

366

270

680

23

641

0 100 200 300 400 500 600 700

1. ﾋﾞｯｸﾞｶﾒﾗ前

2. ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ前付近

3. ﾋﾞﾌﾞﾚ北側

4. 柳川西バス停周辺

6. 農業会館前周辺

7. ｸﾚﾄﾞ周辺

8. ｼﾝﾌｫﾆｰ南西付近

9. ﾛﾌﾄ西側付近

10. 天満屋管理ｾﾝﾀｰ
西側

11. ﾄﾞﾚﾐの街前
 

調査日：平日 H22.2.17（水）、休日 H22.1.24（日）8：00～19：00 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 地点別の路上駐輪台数 

 

 

 

平日の方が 

約 4倍多い 

① ⑪ 

② 
④ 

③ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

駐輪台数は少ない

が、店舗利用者によ

る短時間駐輪が発生 

店舗利用者に

よる短時間駐

輪が多い 

長時間の駐輪

が多い（乗捨て

された自転車

の可能性） 

午前８時前後から駐

輪が発生し、付近従業

員による長時間駐輪 

600 台以上の路上

駐輪で、その多くは

沿道の店舗利用者

による短時間駐輪 

店舗利用者に

よる短時間駐

輪が多い 
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② “店舗利用者”による“短時間”の路上駐輪 

 依然として残る路上駐輪の多くは、店舗等への買物自転車による短時間の路上放置とい

う特性を持っている。 

 従来の駅前長時間放置自転車への対策（路外自転車駐車場の整備）とは異なり、放置の

特性を勘案した駐輪対策が必要である。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.ﾋﾞｯｸﾞｶﾒﾗ前

2.ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ前

3.ﾋﾞﾌﾞﾚ前

4.柳川西バス停周辺

6.農業会館前周辺

7.クレド周辺

8.ｼﾝﾌｫﾆｰ南西付近

9.ﾛﾌﾄ西側付近

10.天満屋管理ｾﾝﾀｰ西側

11.ﾄﾞﾚﾐの街前

店舗利用者 交通機関利用者 付近従業員 その他

 

＊調査員による目視で路上駐輪後の立寄り先施設を集計（立寄り

施設の不明分を除いた集計のため、一部実態との乖離がある） 

＊集計項目「その他」は付近の住民等 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 地点別・目的別の路上駐輪台数（平日・休日合計） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.ﾋﾞｯｸﾞｶﾒﾗ前

2.ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ前

3.ﾋﾞﾌﾞﾚ前

4.柳川西バス停周辺

6.農業会館前周辺

7.クレド周辺

8.ｼﾝﾌｫﾆｰ南西付近

9.ﾛﾌﾄ西側付近

10.天満屋管理ｾﾝﾀｰ西側

11.ﾄﾞﾚﾐの街前

15分未満 15分以上30分未満 30分以上45分未満 45分以上1時間未満

1時間以上1時間15分未満 1時間15分以上1時間30分未満 1時間30分以上1時間45分未満 1時間45分以上2時間00分未満

2時間以上4時間未満 4時間以上8時間未満 8時間以上

 

出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 地点別の路上駐輪時間（平日・休日合計） 
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（３）駐輪に関する利用者の意識 

 利用者評価として、現状の駐輪環境に対する満足度は低い状況にある。 

 駐輪場を利用しない理由として、短時間の駐輪であるといった規範意識の低さや、駐

輪場の周知不足が要因と考えられる。 

 利用率の低い既存駐輪場があることから、これら既存施設を有効活用するための案内

誘導といった周知対策も必要である。 

① 駐輪環境に対する満足度と違法性認識の低さ 

 現状の駐輪環境について、利用者の満足度は低い。 

1.8

1.9 8.4

8.3 22.9

22.9

38.0

34.4

29.0

32.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岡山駅周辺における自転車の駐輪のしやすさ

商店街や商業施設における自転車の駐輪のしやすさ

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 自転車駐輪環境に対する満足度 

 

 駐輪場を利用しない理由としては、「駐輪場まで遠いから」「少しの時間だから」といっ

た利便性を重視する意見や、路上放置に対する違法性の認識（規範意識）が低い状況に

ある。 

 一方で、市営駐輪場の場所を知らない人もおり、既存施設への誘導や周知対策なども必

要である。 

41.5 25.6 32.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=2696

いつも利用している 時々利用する あまり利用しない 無回答

 

 
出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 駐輪場の利用状況 

 

 

22.2 34.4 25.6 15.5 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=1565

駐輪場まで遠いから 少しの時間だから
駐輪場のある場所が分からないから その他
無回答

 

 
出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 駐輪場を利用しない理由 

・店舗利用者による路上駐輪 

・駐輪時間は短い 

・平日と休日で路上駐輪

台数に大きな差はない 

路上駐輪の可能性あり：約６割 

（その理由は）  

利便性 重視 規範意識 低 広報 不足 
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11.5 45.5 26.0 15.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=3772

ほとんど知っている 一部を知っている ほとんど知らない
まったく知らない 無回答

 

 
出典：自転車等の利用環境整備に関する基礎調査（H22.3 岡山市） 

図 岡山駅・表町周辺の市営駐輪場の認知度 

 

② 余裕のある既存の自転車駐輪場 

 既存駐輪場の利用率に差がみられる。特に放置禁止区域外の表町周辺では利用率が低い。 

 利用率の低い既存施設の有効活用が求められる。 

 また、収容台数を超過して利用されている駐輪場についても対策が必要である。 

表 自転車駐車場の利用状況 

 
有料／無料 

駐輪料金 
（１回/日） 

定期料金 
(一般１ヵ月) 

収容台数 
（自転車） 

駐輪台数 
（自転車） 

利用率 

岡山駅東口地下自転
車等駐車場 

有料 
２ｈ無料 

150 円 3,150 円 3,402 台 1,098 台 32.3％ 

岡山駅西口地下自転
車駐車場 

有料 
２ｈ無料 

150 円 3,150 円 2,350 台 2,825 台 120.2％ 

岡山駅東口高架下第
１自転車駐車場 

有料 
２ｈ無料 

100 円 － 399 台 137 台 34.3％ 

駅前町路上自転車等
駐車場 

有料 
４ｈ無料 

100 円 － 168 台 110 台 65.5％ 

岡山駅西口第２自転
車等駐車場 

有料 
２ｈ無料 

100 円 － 200 台 200 台 100.0％ 

岡山駅西口自転車等
駐車場 

有料 
－ 

100 円 － 53 台 13 台 24.5％ 

本町路上自転車駐車
場 

有料 
２ｈ無料 

100 円 － 57 台 57 台 100.0％ 

岡山駅東口高架下第
２自転車等駐車場 

無料 － － 1,060 台 646 台 60.9％ 

下石井高架下自転車
等駐車場 

有料 
２ｈ無料 

100 円 － 320 台 294 台 91.9％ 

合計    8,009 台 5,380 台  

 

 
有料／無料 

駐輪料金 
（１回/日） 

定期料金 
(一般１ヵ月) 

収容台数 
（自転車） 

駐輪台数 
（自転車） 

利用率 

表町二丁目自転車等
駐車場 

有料 
－ 

100 円 － 86 台 10 台 11.6％ 

中山下一丁目自転車
等駐車場 

有料 
２ｈ無料 

100 円 － 68 台 15 台 22.1％ 

合計    154 台 25 台  

出典：H23.11 岡山市調査 

駐輪場を知らない人：約４割 

広報 不足 
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３） 自転車利用促進にかかわる現況 

（１）コミュニティサイクルの取組み動向 

 コミュニティサイクルの利用意向は比較的高く、特に郊外部に居住する人は、中心部

において自由に使える交通手段を持っていないことから、「公共交通＋コミュ二ティサ

イクル」への転換が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市内での取組み状況】 

○実験期間：平成 23 年 9月 15 日～平成 24年 3月 15 日 
○利用時間：24 時間（ただし、イトーヨーカドー東側は 7:00

～22:00、ポケットパークは 8:00～17:00） 
○利用条件：携帯電話(またはスマートフォン)をお持ちの方

（11/1 以降、１日利用の場合は携帯電話不要） 
○ステーション：９ヶ所（下図参照） 
○自転車 ：100 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日平均：68.7 回/日（前回よりも 1.7 倍） 
・市民利用が前回よりも約 1.3 倍に増加（買
物、仕事目的が増加） 

・カルチャーゾーン⇔岡山駅間の利用が多い 

・日平均：39.6 回/日 

【第２回】 
H22.10.22～11.30（40 日間） 
無料（乗捨てあり） 
ポート７箇所（配置見直し）、自転車 100 台 
9：00～18：00 

【第１回】 
H22.3.13～5.16（65 日間） 
無料（乗捨てなし） 
ポート７箇所、自転車 100 台 
9：00～18：00 

H15 年導入 
定期利用（６ヶ月単位）のみ 
ポート１箇所、自転車 120 台 
5：00～0：50 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

サ
イ
ク
ル
社
会
実
験 

既
存
レ

ン

タ
サ
イ
ク
ル 

・利用率：65.0％（学生利用が全体の約
65.4％）（H23.4 末現在） 

導入・試行の経緯 利用特性等 

H23.9.15～H24.3.15（半年間（183 日）） 
有料 
ポート９箇所（配置見直し）、自転車 100 台 
24 時間 
＊無人管理が可能なシステムを試行 

・日平均：22 回/日 
・行動範囲の拡大や立寄り先の増加等への寄
与が確認された 

図 ステーション分布図 
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表 国内先行事例におけるコミュニティサイクルの動向 

 

H21 横浜市 H21 松山市 H22 金沢市 H22 札幌市  H23 岡山市 

実施日数 2７日 60 日 61 日 122 日  183 日 

自転車台数 100 台 50 台 100 台 100 台  100 台 

ポート数 10 箇所 4 箇所 10 箇所 18 箇所  ９箇所 

利用（会員）登録者数 1,340 名 131 名 6,230 名 1,217 名  361 名(※1) 

述べ利用回数 3,322 回 493 回 21,622 回 11,293 回  3,938 回 

１日平均利用回数 125.4 回/日 8.2 回/日 354.5 回/日 92.6 回/日  

22 回/日 

ｸﾚｼﾞｯﾄ：11 回/日 

現金：14 回/日 

回転率 1.25 回/台・日 0.16 回/台・日 3.54 回/台・日 0.93 回/台・日  

0.22 回/台・日 

ｸﾚｼﾞｯﾄ：0.11 回/台・日 

現金：0.14 回/台・日 

無料時間帯 １時間 30 分 30 分 30 分  １時間 

料
金
シ
ス
テ
ム 

基本料金 
300 円/日 

1,000 円/月 
－ 

200 円/日 

1,000 円/月 

200 円/日 

500 円/月 

 

 

１回料金： 

100 円/ｈ 

１ヵ月料金： 

1,000 円/月 

時間課金 100 円/ｈ 100 円/ｈ 200 円/30 分 100 円/30 分  100 円/30 分 

その他 ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ 500 円 － － 登録料金 200 円  
上記の他に 

1 日パス 300 円 

※1：クレジット対応の１回料金、１ヵ月料金登録者数（１日パスを除く） 

 

 H23 年度の社会実験では市内居住者による利用を中心として、11/1 の料金体系変更（１

日利用新設）により、県外客による利用も増えている。 

 市民アンケートでは約半数で利用意向が確認されている。 

1%

60%19%

20%

使ったことがある

知っているが、使ったこと
は無い

知らなかったが、今後使っ
てみたい

知らないし、今後使う予定
は無い     

46%
54%

使ってみたい（条件
付きを含む）

使わないと思う
 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 コミュニティサイクル社会実験の認知度  図 将来的なコミュニティサイクル利用意向 

 

約半数の 

利用意向 
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４） 自転車利用振興にかかわる現況 

（１）サイクリングロードの整備状況 

 広域的なサイクリングロードとして、「吉備路自転車道」および「吉備高原自転車道」

が整備されている。 

① 地域資源としてのサイクリングロード 

 

図 自転車道（サイクリングロード）の路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 サイクリングロードの関連施設 

誘導サイン 

サイクリングマップ 

（発行：吉備路観光ツアー実行委員会 

（事務局：観光コンベンション推進課）） 

サイクリングマップ（発行：総社市） 案内サイン 



                                            
 

23 

（２）余暇活動における自転車利用意向 

 既存のサイクリングロードの利用者や認知度が低い一方で、余暇活動における自転車

利用ニーズは高い。 

 これらニーズへの対応として、既存施設（サイクリングロード）の有効活用による利

用推進が望まれる。 

① 余暇活動における自転車利用の意向 

 既存自転車道については、利用が少なく、認知も低い状況にある。 

18%

49%

33%

利用したことがある

知っているが利用
したことはない

知らない

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 自転車道（サイクリングロード）の利用状況 

 

 今後自転車利用を増やしていきたいシーンとして、「日常的な移動手段」とともに「休日

などにおけるレクリエーション利用」において高い意向がみられる。 

512

697

315

346

19

214

0 100 200 300 400 500 600 700 800

“休日などのレクリエーション（娯楽、余暇、レジャー）利用”で自

転車利用を増やしたい

“自宅周辺の日常的な移動手段”で自転車利用を増やしたい

市内“中心部への来訪手段”として自転車利用を増やしたい

市内“中心部内での移動手段”として自転車利用を増やしたい

その他【　　　】

特に考えていない

 

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 今後自転車利用を増やしていきたい利用シーン 

 

 サイクリングロードには、「走行空間」や「休憩施設」の整備ニーズが高く、次いで「サ

イクリングマップ」「案内板」「レンタサイクル」の順となっている。 

651
334

811
937

508
382

264
435

19

0 200 400 600 800 1000

サイクリングマップ

色々なテーマのサイクリングルート

トイレ等の休憩施設

安全で走りやすい走行空間

走行距離などの分かる案内板

鉄道やバスなどへの自転車の持ち込み

イベントの開催

レンタサイクルの貸出

その他  

＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 サイクリングロードに整備して欲しい施設 

余暇活動で高

い自転車利用

の意向 

低い利用状況

と認知状況 

“休日などのレクリエーション（娯楽、余暇、レジャー） 
利用”で自転車利用を増やしたい 

“自宅周辺の日常的な移動手段”で 
自転車利用を増やしたい 

市内“中心部への来訪手段”として 

自転車利用を増やしたい 

市内“中心部内での移動手段”として 
自転車利用を増やしたい 

その他 

特に考えて
いない 
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５） 自転車利用のルール・マナーにかかわる現況 

 市内の自転車関連事故は、平成元年と比べ３倍程度（平成 23年）となっている。 

 自転車利用にかかわるルールやマナーの認知状況は高いものの、自転車関連事故のう

ち、約 2/3で自転車側のルール違反が確認されている。 

（１）自転車関連事故の発生状況 

① 依然として多い自転車関連事故 

 市内の全事故件数は減少傾向にあるものの、自転車関連事故は依然として多い。 

0
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70,000
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（
事
故
件
数
）

（
新
規
防
犯
登
録
台
数
）

新規防犯登録台数（台）

全事故（件）

自転車事故（件）

 

＊交通事故資料は、岡山県警察本部「交通年鑑」による 

＊新規登録台数は、岡山県自転車軽自動車商協同組合資料による自転車防犯登録台数 

＊岡山市内の人身事故件数（平成 18 年は、旧建部町及び旧瀬戸町を除く） 

＊平成 17～19 年は岡山東、岡山西、岡山南、西大寺、岡山北の各警察署の合計数。平成

20 年度より、岡山中央、岡山東、岡山西、岡山南、岡山北の合計件数。岡山北警察署

は吉備中央町分を含む。赤磐警察署（旧瀬戸町分）は含まない 

＊新規登録台数は、年度毎の集計、その他は、年次毎の集計 

図 岡山市内における自転車登録台数と自転車事故の推移 

 

表 岡山市内における交通安全教室等の開催動向（H23 年度実績） 

 概 要 開催回数 備 考 

幼児・学生に対

する交通安全教

室 

・自転車利用にかかわらず小中学校等で開催 

・実技指導や DVD 等による指導を実施 

・幼稚園や保育園では、保護者に対してルール

の指導を実施 

６４７回 

 

子ども自転車大

会に関する指導 

・小学校高学年を対象に、県警管轄ごとに１小

学校で実施 

・ルールを守って自転車走行ができているかを

競う県大会に向けて指導を行う 

３８回 

指導（練習）の

回数 

県大会は年１回

開催 

無灯火指導 ・駅前や交差点等の街頭で実施 ５回  

放置自転車クリ

ーン作戦 

・放置禁止の啓発チラシ等を配布 
４回 

 

サイクルマナー

アップ 

・街頭において、声かけ、ﾁﾗｼ配布、反射材配布

などを実施 
１７回 

 

出典：岡山市資料 

 

63,644台 

43,592台 

592件 

1,620件 2,709件 

7,499件 
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（２）岡山市内における近年の啓発活動の状況 

① 関係主体等により実施されている啓発活動 

 警察庁の通達を受け、岡山県警は 11/1 に、県内で

もルール違反や事故が後を絶たないとして、岡山

市北区昭和町の交差点で街頭指導を実施。 

 街頭指導には警察官ら 23人が参加し、歩道を走る

自転車を止め、チラシを示しながらルール順守を

呼び掛け。 

 

 

図 街頭指導の実施風景    

 

【交通管理者が推進する啓発活動】 

※警察庁通達（良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について）より抜粋 

○自転車利用者に対するルールの周知と安全教育の推進 

・自転車は「車両」であるということの徹底 

・ルールを遵守しなかった場合の罰則や交通事故のリスク、損害賠償責任保険等の

加入の必要性等について周知 

○自転車に対する指導取締りの強化 

・指導警告の積極的推進、制動装置不良自転車運転を始めとする悪質・危険な違反

の検挙 

・街頭での指導啓発活動時に本来の走行性能の発揮を求める者には歩道以外の場所

の通行を促進 

出典：警察庁通達（H23.10.25） 

 

 

 市民団体の「おかやま自転車ネット」（代表・志野

敏夫岡山理科大教授）が企画し、自転車の正しい走

り方に関心を持ってもらおうと、岡山市中心部で１

日、「みんなで車道の左端を走ろう！」などと銘打

ったキャンペーンを実施。 

 石山公園（同市北区石関町）を発着点とする約 12

キロを「自転車は車両だ！」などと記したのぼり２

本を立てて自転車で走り、道路交通法に沿って車道

左側を通行するよう呼び掛け。 

 

 

 

 

図 キャンペーンの掲載記事  

 

 

出典：山陽新聞 

出典：山陽新聞 
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（３）自転車通行ルール・マナーの認知状況 

① ルール・マナーの認知から遵守率の向上へ 

 自転車利用にかかわるルールの認知状況は比較的高い傾向にある。 

885

877

741

1052

1073

0 500 1000 1500

自転車通行は車道が原則、
歩道は例外

車道は左側を通行する

歩道通行時は歩行者優先
で、車道よりを徐行する

飲酒運転・二人乗り・並走の
禁止

夜間はライトを点灯する

 
＊岡山市民アンケート調査（H23.11 月～１月街路交通課実施）（n=1109） 

図 自転車通行ルール・マナーの認知状況 

 

 認知度の高い一方で、自転車がかかわる年間約 15万件の事故のうち、約 2/3 がルール違

反により発生している。 

出典：平成 23 年中の交通事故の発生状況（H24.2 警察庁交通局） 

図 自転車乗用者（第１・２当事者）の法令違反別死傷者数（全国集計） 

歩道内を自転車

通行する際のルー

ルに対する認知

度が若干低い 

自転車側に 
法令違反あり 

63.9％ 

自転車側に 
法令違反無し 

35.1％ 

法令違反別 H23 年 
 

構成率 

信号無視 3,552 2.5 

通行区分 2,927 2.1 

横断・転回等 488 0.3 

優先通行妨害 861 0.6 

交差点安全進行 13,752 9.8 

徐行違反 1,979 1.4 

一時不停止 7,701 5.5 

自転車通行方法 1,369 1.0 

安
全
運
転
義
務 

ハンドル操作 1,957 1.4 

ブレーキ操作 538 0.4 

前方不注意 1,683 1.2 

動静不注視 15,887 11.3 

安全不確認 34,249 24.3 

その他 2,624 1.9 

小計 56,938 40.4 

その他の違反 1,607 1.1 

違反不明 268 0.2 

違反なし 49,442 35.1 

合計 140,884 100.0 

 
死者数 621 0.4 
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1-3  自転車利用環境等の問題点と課題 

 現況の問題点 自転車利用の課題 

自
転
車
走
行 

●整備済みの走行空間が不連続 

・空間的な制約や自動車流動への影響等によ

り、走行空間が片側のみであったり、整備

区間が限定的な状況 

⇒整備済み走行空間の低い利用率 

⇒常態化している歩道通行 

⇒歩道空間における歩行者と自転車の

混在・交錯発生 

⇒利用者満足度の低い自転車走行環境 

●交差点部における自転車と歩行者の混在 

・交差点部で歩行者と自転車の分離が出来て

いない 

⇒交差点部で特に多い自転車関連事故 

●郊外部における脆弱な道路環境 

・郊外部で安全な歩行者・自転車利用環境等

が整備されていない 

・郊外部から安全に自転車で中心部にアクセ

スできる路線が整備されていない 

⇒交通モードの混在による危険性 

⇒満足度の低い自転車走行環境 

 

自
転
車
駐
車 

●利用ニーズに対応した駐輪場の不足 

・短時間の駐輪ニーズに対応した施設の不足 

・長時間の駐輪ニーズに対応した施設の不足 

・郊外駅やバス停における駐輪施設の不足 

⇒放置禁止区域外や周縁における自転

車放置 

⇒歩道上への路上駐輪の発生 

⇒利用者満足度の低い駐輪環境 

⇒歩行者通行や景観への阻害 

●既存駐輪場の認知不足 

・既存駐輪施設に対する低い認知状況 

⇒一部の駐輪場で低い利用率 

自
転
車
利
用
促
進 

●手軽な交通手段が不足 

・街中で自由に気軽に使える２次交通手段が

不足 

●郊外駅・バス停等における乗換えが不便 

・郊外駅やバス停周辺における自転車と公共

交通の乗換えが不便 

⇒低い回遊性と賑わいの減少 

⇒過度な自動車への依存（高い自動車分

担率） 

自
転
車
利
用
振
興 

●地域資源が有効活用されていない 

・地域資源であるサイクリングロードの情報

発信の不足 

・利用が少なく、有効活用されていないサイ

クリングロード 

⇒観光・レジャーシーンにおいて高い自

転車の利用ニーズへの対応不足 

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー 

●自転車利用ルールの低い遵守状況 

・知ってはいるものの、実際には守られてい

ない自転車利用ルール 

・ルールを完全に理解していない人も多い 

⇒ルール違反を要因とした自転車関連

事故の増加 

 



 

 
 


